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税務署の処分に 
不服があるとき 

税務署の処分に納得 
できないのですが･･･ 

異議申立て・審査請求・訴訟 
税務署長が行った処分に不服があるときは、その処分の取消しや 
変更を求める不服申立てをすることができます。 

●税務署に申告した所得や税額が少なかったり、確定申告をしな
　ければならない人が申告しなかったときは、税務署長は、調査し  
　た結果に基づき、更正、決定などの処分を行います。また、未納
　の税額があり督促をしてもなお納付されないときは、差押えなど
　の処分を行います。 
●このような処分に不服があるときは、処分の通知を受けた日の翌
日から2か月以内に、税務署長に対して「異議申立て」をすること
ができます（下図●1 参照）。 
●税務署長は、その処分が正しかったかどうか、改めて見直しを行
　い、その結果「異議決定」を納税者に通知します。 
注1：この異議決定により、納税者にとって不利となるような変更がされることはあ
　　りません。 
注2：異議申立てから3か月を経過しても異議決定がない場合には、国税不服審
　　判所長に審査請求をすることができます。 

注：災害等の理由により異議申立て又は審査請求をその期限までにできないときは期限が延長されます。詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）又は国税不服審　
　 判所ホームページ（www.kfs.go.jp）をご覧ください。 
 

●税務署長の異議決定を受けた後、なお処分に不服があるときは、
異議決定の通知を受けた日の翌日から1か月以内に、国税不服
審判所長に対して「審査請求」をすることができます（下図●2 参
照）。 
注1：処分をした税務署長を経由して行うこともできます。 
注2：青色申告書に係る更正に不服があるときなどは、異議申立てを経ないで、直接、
　 国税不服審判所長に対して審査請求をすることができます。 

●国税不服審判所長は、納税者の不服の内容について審査し、
　その結果「裁決」を納税者と税務署長に通知します。 
注1：この裁決により、納税者にとって不利となるような変更がされることはありません。
注2：審査請求から3か月を経過しても裁決がない場合には、裁判所に訴訟を起こす
　　ことができます。 

●国税不服審判所長の裁決を受けた後、なお処分に不服がある
　ときは、その通知を受けた日の翌日から6か月以内に裁判所に
　「訴訟」を起こすことができます（下図●3 参照）。 
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【国税不服審判所とは】 
国税不服審判所は、納税者の正当な
権利利益を救済することを目的とした
国税庁の特別の機関であり、国税の
賦課徴収を行う税務署や国税局などと
審査請求人（納税者）との間に立ち、
公正な第三者的立場で裁決を行います。 
国税不服審判所ホームページ 
www.kfs.go.jp
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